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円∬2＋プ2＝rZ上の点P（α，ゐ）におけるこの円の接線の方程式は　〃∬十方プ＝′2

［∃　円∬＋タも9上の点P（1，2β）における接線の方程式を求めよ。
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回　次の点を削，与えられた円に接する直線の方程式と事接点の座標を求めよ。
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［司　円が＋プ2＋餌一触＋5＝0上の点（－1，0）における接線の方程式を求めよ。
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巨】次の円の接線の方程式と・その接点の座標を求めよ。

（1）円∬2＋プ2＋2∬＋4ツー4＝0の接線で，傾きが2のもの
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